
 

 

農ライフ創生センター安藤所長より研修セン
ターの取り組みについて説明を受ける

豊田市農業委員会の活動を紹介する光輪会長

今年度に利用権の設定により、新規就農（非農家出身）
した中山さん（左・あきる野市／羽村市在住）・柳川
さん（中央・青梅市）・鈴木さん（右・瑞穂町）

農地所有者に新規就農者への農地のあっせんをすすめる
青梅市農委会の川鍋会長（左）と町田委員（左から２人目）

　

都
農
業
会
議
は
、
10
月
28
日
～

29
日
に
か
け
て
、
愛
知
県
豊
田
市

に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
会
長
研

究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

豊
田
市
で
は
、
定
年
退
職
者
な

ど
市
民
を
新
た
な
農
業
の
担
い
手

と
し
て
育
成
を
し
、
市
街
化
調
整

区
域
の
遊
休
農
地
と
結
び
つ
け
る

「
農
ラ
イ
フ
創
生
セ
ン
タ
ー
」
の

活
動
を
は
じ
め
、
農
委
会
で
は
、

遊
休
農
地
対
策
や
認
定
農
業
者
の

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ら
活
動
を
研
究
す
る
た

め
、
都
内
の
農
委
会
長
や
職
員
な

ど
59
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
農
ラ
イ
フ
創
生
セ
ン
タ
ー
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
安
藤
所

長
が
説
明
を
し
、
そ
の
後
研
修
セ

ン
タ
ー
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

市
民
を
対
象
に
農
業
技
術
な
ど

研
修
を
実
施
す
る
本
セ
ン
タ
ー
で

は
、
す
で
に
２
０
０
人
以
上
の
卒

業
生
が
あ
り
、
う
ち
１
０
０
人
以

上
が
豊
田
市
内
で
就
農
を
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
就
農
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
農
業
へ

の
定
着
を
は
か
る
な
ど
市
の
農
業

施
策
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
、
豊
田
市
農
委
会

の
活
動
お
よ
び
愛
知
県
農
業
会
議

の
鳥
居
英
一
課
長
補
佐
よ
り
「
愛

知
県
の
農
業
委
員
会
活
動
」
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
、

２
日
間
に
わ
た
り
、
豊
田
市
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

 
 

東
京
都
農
業
会
議
は
、
10
月

８
日
に
、
区
市
町
村
主
管
課
長

お
よ
び
農
業
委
員
会
長
72
人
の

出
席
を
得
て
、
賛
助
員
協
議
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

波
多
野
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

内
田
都
農
業
振
興
課
長
よ
り
来

賓
挨
拶
が
さ
れ
、
平
成
23
年
度

東
京
都
農
業
会
議
事
業
・
予
算

の
構
想
お
よ
び
賛
助
員
拠
出
金

に
つ
い
て
協
議
を
し
、
原
案
の

と
お
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
・
東
京
都

農
業
会
議
提
携
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
来
年
度
が
農
業
委
員
統

一
改
選
に
あ
た
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
や
農
地

関
連
税
制
へ
の
動
き
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
連
携
強

化
を
は
か
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
利
喜
恵
さ
ん
は
、
果
樹
で

の
就
農
を
目
指
し
、
埼
玉
県
で
研

修
を
受
け
な
が
ら
、
都
内
で
の
就

農
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
を
通
じ
、
農
地
を

探
し
「
夢
を
か
な
え
た
い
」
と
い

う
熱
意
と
具
体
的
な
計
画
を
も
っ

て
、
瑞
穂
町
農
委
会
が
農
地
利
用

集
積
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
で
す
が
、
早
く
皆
さ
ん
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い

で
す
」
と
豊
富
を
話
し
て
い
ま
す
。

 
 

新
た
に
就
農
し
た
青
梅
市
千
ヶ
瀬

出
身
で
在
住
の
柳
川
貴
嗣
さ
ん
（
30
）

は
、
大
学
卒
業
後
、
農
業
生
産
法
人

「
ワ
タ
ミ
フ
ァ
ー
ム
」
に
勤
務
し
、
農

業
技
術
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
出
身

地
で
の
就
農
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
の
退
職
後
は
、
実
家

の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
農
地
を

探
し
、
都
農
業
会
議
を
通
じ
て
青

梅
市
農
委
会
よ
り
農
地
の
あ
っ
せ

ん
を
受
け
ま
し
た
。

　

柳
川
さ
ん
は
「
さ
ら
に
農
地

を
広
げ
て
地
域
循
環
を
視
野
に

入
れ
た
農
業
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

瑞
穂
町
で
は
、
相
続
税
納
税

猶
予
制
度
の
「
特
定
貸
付
け
」（
都

内
で
は
は
じ
め
て
）
を
活
用
し
、

非
農
家
出
身
の
女
性
新
規
就
農

者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く

「
農
地
利
用
集
積
計
画
」（
利
用
権
の

設
定
）
を
決
定
し
、
誕
生
し
ま
し
た
。

　

青
梅
市
で
は
じ
め

て
の
非
農
家
出
身
の

新
規
就
農
者
が
、
10

月
の
青
梅
市
農
業
委

員
会
総
会
に
て
、
農

愛
知
県
豊
田
市
「
農
ラ
イ
フ
創
生
セ
ン
タ
ー
」
・

　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
の
活
動
な
ど
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会

平
成
23
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
農
業
会
議
賛
助
員
協
議
会
開
く

青
梅
市
で
初
の
非
農
家
出
身
の
新
規
就
農
者
が
誕
生
！

瑞
穂
町
で
都
内
で
は
じ
め
て
「
特
定
貸
付
け
」
を
活
用
し
て

　

非
農
家
出
身
の
女
性
新
規
就
農
者
が
誕
生
！



第
７
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
22
年
10
月
18
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議 

事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知
事
諮
問
は
、
第
５
条
９
件

４
２
１
２
・
３
６
㎡
を
審
議
し
、
許

可
相
当
と
答
申
す
る
旨
決
定
し
た
。

　
　
　

（
第
４
条
諮
問
は
な
し
）

協 

議

　

①
企
業
的
農
業
経
営
者
の
育

成
に
つ
い
て
、
顕
彰
農
家
の

経
営
状
況
を
集
計
し
て
説
明
し

た
。
今
後
と
も
農
業
委
員
会
、

団
体
と
連
携
し
、
意
欲
の
あ
る

農
業
者
の
育
成
支
援
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

　

②
「
新
１
・
１
活
動
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
各
農
業

委
員
会
・
農
業
委
員
の
活
動

事
例
を
説
明
し
、
引
き
続
き

積
極
的
な
活
動
が
は
か
れ
る

よ
う
連
携
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、

　

①
12
月
２
日
開
催
の
全
国
農

委
会
長
代
表
者
集
会
要
領
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

②
第
７
回
都
市
計
画
制
度
小

委
員
会
に
お
け
る
現
在
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

第
８
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
22
年
11
月
17
日
に
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議 

事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
知
事

諮
問
は
、
第
４
条
２
件
７
９
９
㎡
、

第
５
条
３
件
７
４
３
・
２
８
㎡
を

審
議
し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る

旨
決
定
し
た
。

協 

議

　

①
第
50
回
企
業
的
農
業
経
営
顕

彰
事
業
受
賞
者
に
つ
い
て
農
業
会

議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定
し
た
。

　

②
第
30
回
農
業
後
継
者
顕
彰

事
業
受
賞
者
に
つ
い
て
農
業
会

議
会
長
賞
の
交
付
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
優
秀
な
経
営
は
、

東
京
都
知
事
賞
や
全
国
農
業
会

議
所
会
長
賞
等
の
交
付
申
請
を

行
う
こ
と
を
併
せ
て
決
定
し
た
。

　

③
顕
彰
事
業
記
念
行
事
に
つ

い
て
説
明
し
、
記
念
誌
の
発
行

お
よ
び
先
進
事
例
研
究
を
実
施

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢
に

つ
い
て
説
明
し
、
政
府
・
国
会

へ
断
固
反
対
の
決
議
書
を
提
出

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
納

税
猶
予
適
正
化
協
議
会
の
状
況

を
説
明
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

会　

議　

だ　

よ　

り

立
川
市
の
農
業
振
興
施
策
・
先
進
的
農
業
経
営
な
ど
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
会
経
営
関
係
部
会
長
研
究
集
会
開
く

青
梅
市
の
先
進
的
な
農
業
経
営
な
ど
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東

京

都

農

業

会

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

山
口
県
の
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
生
産
シ
ス
テ
ム
・
花
き
経
営
な
ど
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

見学会では青梅市内の先進経営を研究した

山口県防府市のレザーファン施設にて

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
た
び
、

立
川
市
に
て
「
立
川
市
の
農
業

振
興
施
策
と
先
進
農
業
経
営
」

を
テ
ー
マ
に
、
農
業
委
員
会
経

営
関
係
部
会
長
研
究
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
立
川
市
役
所
会

議
室
に
て
、
同
市
の
農
業
振
興

施
策
や
農
業
委
員
会
活
動
、
市

内
の
各
農
業
関
係
団
体
を
横
断

的
に
組
織
し
た
「
立
川
農
業
振

興
会
議
」
の
活
動
内
容
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
で
は
、
農
業
後

継
者
で
あ
る
豊
泉
裕
さ
ん
が

運
営
す
る
都
内
初
の
食
育
施
設 

 
 
 
 「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
チ
ン
」
や
農
業

体
験
農
園
を
見
学
し
説
明
を
受

け
た
ほ
か
、
緑
化
樹
木
の
生
産
・

販
売
・
卸
を
手
が
け
る
小
林
養

樹
園
の
植
木
ほ
場
を
見
学
し
ま

し
た
。

　

都
農
業
会
議
と
都
農
業
経
営

者
ク
ラ
ブ
（
石
川
清
会
長
）
は
、

こ
の
た
び
、
青
梅
市
に
お
い
て

先
進
農
家
を
視
察
す
る
農
業
経

営
見
学
会
を
開
き
、
約
30
人
の

農
業
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

か
わ
な
べ
鶏
卵
農
場
で
地
元

に
卵
を
供
給
す
る
養
鶏
経
営
に

つ
い
て
話
し
を
聞
い
た
ほ
か
、

植
木
と
野
菜
の
複
合
経
営
を
行

　

島
し
ょ
農
委
会
協
議
会
は

（
土
屋
博
会
長
＝
八
丈
町
）
10
月

６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
、
山

口
県
防
府
市
と
山
陽
小
野
田
市

を
訪
れ
、
八
丈
島
か
ら
レ
ザ
ー

フ
ァ
ン
苗
を
導
入
し
、
産
地
化

し
て
い
っ
た
Ｊ
Ａ
の
生
産
シ
ス

テ
ム
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

休
耕
田
を
転
換
し
て
ハ
ウ
ス
を

建
て
、
農
家
へ
の
リ
ー
ス
、
生
産
・

出
荷
と
い
っ
た
行
程
が
Ｊ
Ａ
主
体

と
な
っ
て
い
る
仕
組
み
は
、
学
ぶ

と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

「(

株)

花
の
海
」
で
は
、
バ
ラ

を
中
心
と
す
る
鉢
苗
の
受
注
生
産

や
イ
チ
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘

み
取
り
な
ど
生
産
と
流
通
・
交
流

で
、
地
元
の
主
婦
た
ち
１
５
０
人

の
雇
用
を
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

う
松
永
幸
治
さ
ん
の
畑
や
、
地

元
農
産
物
の
販
売
拠
点
で
あ
る

か
す
み
直
売
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
ま
し
た
。

小林養樹園（説明：小林立川市農委会長）の
　　　　　　　　　　　経営を現地研究する



都
市
農
業
経
営
を
発
展
的
に
継
続
し
う
る

　
　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
法
の
見
直
し
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
度
農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

国土交通省　都市計画課　村田英樹 課長補佐

千葉大学　園芸学部　中村 功 名誉教授

全国農業会議所　稲垣照哉 農政企画部長

国分寺市農業委員会　榎戸岩男 会長

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
19
日

に
「
都
市
農
業
経
営
を
発
展
的
に

継
続
し
う
る
都
市
計
画
法
の
見
直

し
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
府

中
市
で
「
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
国
交
省

が
情
勢
を
、
全
国
農
業
会
議
所

よ
り
活
動
が
、
ま
た
、
研
究
者

に
よ
る
今
後
の
都
市
計
画
制
度

の
課
題
な
ど
の
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
都
内
農
業
委
員
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
国
分

寺
市
農
業
委
員
会
よ
り
事
例
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
都
市
計
画
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
」

国
土
交
通
省 

都
市
計
画
課

村 

田 

英 

樹　

課
長
補
佐

　

現
在
、
国
土
交
通
省
社
会
資

本
整
備
審
議
会
の
都
市
計
画
制

度
小
委
員
会
に
お
い
て
、
都
市

計
画
制
度
の
見
直
し
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
見
直
し
・
検
討
の

な
か
で
、
都
市
農
業
・
農
地
は
、

新
鮮
で
安
心
な
農
産
物
の
供
給
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
憩
い
の

場
、
ま
た
防
災
機
能
な
ど
多
面

的
な
機
能
を
有
し
、
都
市
政
策

の
面
か
ら
積
極
的
に
評
価
す
べ

き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
農
業
・
農
地
が
存
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
都
市
に
お

い
て
農
業
経
営
が
継
続
さ
れ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
都
市
計
画

制
度
と
農
水
省
の
都
市
農
業 

振
興
策
と
で
一
体
的
に
、
都
市

に
お
け
る
農
業
経
営
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

「
都
市
計
画
制
度
見
直
し
と
農
業

　

委
員
会
の
役
割
」

千
葉
大
学 

園
芸
学
部

中 

村 
 

功 

名
誉
教
授

　

現
在
の
都
市
計
画
制
度
は
、

高
度
経
済
成
長
期
の
都
市
の
膨

張
を
前
提
と
し
て
設
計
さ
れ
、

農
地
や
林
地
の
宅
地
化
を
促
す

制
度
で
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
を
前
提
と

し
て
都
市
計
画
制
度
を
設
計
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
農
地
は
開

発
し
て
い
く
も
の
か
ら
、
保
全
・

活
用
す
る
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
に
は
、
都
市
農

業
の
食
育
・
食
農
教
育
効
果
や
環

境
保
全
効
果
、
ま
た
防
災
効
果
や

福
祉
・
文
化
に
果
た
す
効
果
な
ど
、

市
民
か
ら
の
都
市
農
業
へ
の
様
々

な
期
待
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
都
市
農

業
へ
の
期
待
は
、
農
地
へ
の
期

待
で
あ
っ
て
、
農
業
者
へ
の
期

待
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

都
市
の
農
地
で
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
る
の
は
農
業
者
で
あ

り
、
農
地
へ
の
期
待
を
農
業
者

へ
の
期
待
に
か
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
農

業
委
員
会
は
中
心
的
な
責
務
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
と　

　

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
対
応
」

全
国
農
業
会
議
所 

農
政
企
画
部

稲 

垣 

照 

哉 

部
長

　

現
在
、
農
委
会
系
統
組
織
で

は
、
全
国
農
業
委
員
会
都
市
農

政
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み
と

し
て
、
都
市
計
画
制
度
の
見
直

し
に
関
す
る
提
言
を
と
り
ま
と

め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
都
市
計
画
制
度
の
見

直
し
は
、
都
市
に
お
け
る
農
地

の
存
在
を
認
め
る
方
向
で
は
あ

り
ま
す
が
、
一
方
で
、
都
市
に

お
け
る
農
家
や
農
業
経
営
の
存

在
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
意
見

も
あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
農
家
・
農
地
・

経
営
を
三
位
一
体
と
し
、
農
家

と
経
営
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
、

農
地
も
維
持
さ
れ
な
い
と
い
う

立
場
で
提
言
を
と
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。

「
生
産
緑
地
制
度
に
お
け
る
国
分
寺
市

　

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

国
分
寺
市
農
業
委
員
会

榎 

戸 

岩 

男 

会
長

　

国
分
寺
市
で
は
、
平
成
15
年

か
ら
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
地
転

用
届
出
済
み
農
地
に
つ
い
て
は
、

現
況
農
地
で
あ
っ
て
も
、
生
産

緑
地
に
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

都
市
農
地
の
保
全
を
は
か
る

た
め
に
は
、
農
地
転
用
届
出
済

み
農
地
で
あ
っ
て
も
農
地
と
し

て
一
定
期
間
活
用
さ
れ
て
い
れ

ば
、
生
産
緑
地
に
追
加
指
定
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 
 

国
分
寺
市
農
業
委
員
会
で
は
、

こ
れ
ら
追
加
指
定
実
現
に
向
け
、

農
地
認
定
の
際
の
基
準
づ
く
り
を

は
じ
め
、
農
地
認
定
部
会
を
立
ち

上
げ
、
都
市
計
画
課
と
の
意
見
交

換
や
、
東
村
山
市
や
国
立
市
の
取

組
み
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
実
施

し
、
国
分
寺
市
長
や
市
議
会
に
建

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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「
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
写
真
展
」
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
島
市
農
業
委
員
会

足
立
区
で
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
再
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
定
書
交
付
式
・
家
族
経
営
協
定
調
印
式

　

昭
島
市
で
こ
の
ほ
ど
、
「
田
ん

ぼ
の
真
ん
中
写
真
展
」
が
２
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
民
に
都
市
農
業
の
役
割
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
し
よ
う
と
、
同
市
農
業
委

員
会
（
植
田
芳
雄
会
長
）
が
は

じ
め
て
の
試
み
と
し
て
取
り
組

ん
だ
企
画
で
、
農
業
の
今
と
昔

を
写
し
た
様
々
な
写
真
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
市
で
は
、
農
家
女
性
が
農

産
物
の
直
売
と
加
工
に
取
り
組
む

有
限
会
社
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
訪
れ
、

26
人
の
雇
用
を
確
保
す
る
な
ど
地

域
農
業
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
姿
を
、
小
池
代
表
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
木
島
平
村
の

耕
作
放
棄
地
対
策
に
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
を
放
牧
し
て
雑
草
を
下

刈
り
を
し
、
再
開
墾
を
め
ざ
す

仕
組
み
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
飯
山
市
の
女
性
農

業
委
員
の
活
動
や
短
期
農
業
ヘ

ル
パ
ー
「
て
ん
だ
い(

手
伝
い)

倶
楽
部
」
を
、
さ
ら
に
、
都
市

と
の
交
流
を
通
じ
た
農
山
村
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
豊
か

な
自
然
を
資
源
と
し
て
活
用
す

る
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

研
究
を
し
ま
し
た
。

　

西
多
摩
地
方
農
業
委
員
会
連

合
会
（
宮
川
会
長
＝
羽
村
市
）
は
、

10
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て

長
野
県
内
の
取
り
組
み
を
現
地

研
究
し
ま
し
た
。

　

第
13
回
「
全
国
農
業
担
い
手

サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
11
月
10
日
～

11
日
に
か
け
て
、
島
根
県
に
お

い
て
、
「
農
で
創
る
人
の
絆
と
地

域
の
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国

か
ら
約
１
７
０
０
人
の
認
定
農

業
者
な
ど
が
集
い
、
開
か
れ
ま

し
た
。

　

初
日
は
、
全
国
の
担
い
手

か
ら
の
事
例
報
告
と
パ
ネ
ル

ト

ー

ク

が
、

２

日

目

に

は
、

13
コ
ー
ス
で
現
地
研
究
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
こ
の
ほ
ど
、
認
定

農
業
者
の
認
定
書
交
付
式
と
家

族
経
営
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
区
で
は
平
成
17
年
度
に
23
区

内
で
は
初
め
て
認
定
農
業
者
が
誕

生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
認
定

さ
れ
た
20
経
営
体
が
５
年
目
の
再

認
定
を
申
請
し
、
認
め
ら
れ
た
ほ

か
、
新
た
に
申
請
し
た
１
経
営
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

市街化区域にある貴重な田んぼでの写真展
に多くの市民が足を止めた

区内ではじめて認定農業者が誕生した
　　　　　　　足立区で２０経営体が再認定

（有）「たんぽぽ」では農家女性が地域を活性化

人気施設の運営など具体的な取り組みに
ついて説明する新井専務

関
東
好
き
な
道
の
駅
「
第
１
位
」
の

　
　

 

ら
ら
ん
藤
岡
「
ア
グ
リ
プ
ラ
ザ
」
を
現
地
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
多
摩
地
区
農
委
会
協
議
会

長
野
県
の
農
家
女
性
グ
ル
ー
プ
・
耕
作
放
棄
地
対
策

　
　

都
市
と
の
交
流
な
ど
地
域
の
取
り
組
み
を
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
多
摩
地
方
農
業
委
会
連
合
会

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
が

　
　
　
　

島
根
県
で
開
か
れ
る

　

南
多
摩
地
区
農
委
会
協
議

会
（
吉
川
庄
衞
会
長
＝
町
田
市
）

は
、
11
月
４
日
に
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
・
道
の
駅
「
ら
ら

ん
藤
岡
」
の
農
産
物
直
売
所
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
地
研

究
し
ま
し
た
。

　

上
信
越
自
動
車
道
の
Ｐ
Ａ
も

兼
ね
た
「
ら
ら
ん
藤
岡
」
は
、

関
東
好
き
な
道
の
駅
「
第
１
位
」

に
選
ば
れ
た
人
気
施
設
で
、
利

用
者
は
年
間
２
３
４
万
人
を
超

え
、
農
産
物
直
売
所
「
ア
グ
リ

プ
ラ
ザ
」
の
売
上
は
、
年
間
約

22
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
研
究
で
は
、
管
理
運
営

を

行

う(

株)
藤

岡

ク

ロ

ス

パ
ー
ク
の
新
井
専
務
よ
り
、
農

産
物
直
売
所
の
品
揃
え
の
工

夫
、
出
荷
組
合
と
の
連
携
、
ク

レ
ー
ム
へ
の
対
応
な
ど
運
営
面

で
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
参

加
者
と
、
積
極
的
な
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。


